
資料５

件名・議案 提案者
別添
資料

（頁）

提案理由等
（※シンポジウム等、後援関係については概

要を記載）

説明者

１．委員会関係

提案1

（機能別委員会）
科学と社会委員会
(1)分科会委員の決定（新規
（前々回補充分）1件）

(1)会長 別添1
(1)

　科学と社会委員会における分科会委
員を決定する必要があるため。

小松幹
事

提案2

（機能別委員会）
国際委員会
(1)運営要綱の一部改正（名
称及び調査審議事項の変更1
件）

会長 別添1
(2～3)

　国際委員会アジア学術会議分科会の
調査審議事項等を変更することに伴
い、運営要綱を一部改正する必要があ
るため。

花木副
会長

提案3

（分野別委員会合同分科会）
第三部「科学技術の光と影を
生活者との対話から明らかに
する」分科会の委員の構成を
修正すること

第三部部長 別添1
(4～5)

 第三部「科学技術の光と影を生活者
との対話から明らかにする」分科会の
委員の構成を修正する必要があるた
め。

第三部
部長

提案4

（分野別委員会）
(1)委員会、分科会及び小委
員会委員の決定（【委員会及
び分科会】新規2件、追加1
件)

(1)各部部長 別添1
(6)

　分野別委員会における委員等を決定
する必要があるため。

会長

２．提言等関係

提案5

提言「防災・減災に関する国
際研究の推進と災害リスクの
軽減―仙台防災枠組・東京宣
言の具体化に向けた提言―」
について日本学術会議会則第
２条第３号の「提言」として
取り扱うこと

国際委員会委
員長、土木工
学・建築学委
員会委員長

別添2 　国際委員会防災・減災に関する国
際研究のための東京会議分科会及び
土木工学・建築学委員会IRDR分科会
において、提言を取りまとめたので、
関係機関等に対する提言として、これ
を外部に公表したいため。
※第三部査読

小池委
員長

審　議　事　項

1



３．国際関係

提案6

平成30年度共同主催国際会議
候補の決定及び保留について

会長 別添1
(7～9)

　共同主催の申請があった平成30年度
開催国際会議について、国際委員会国
際会議主催等検討分科会の審議に基づ
き、以下の７件を候補として決定した
い。

・第18回国際薬理学・臨床薬理学会議
・2018年液晶国際会議
・国際比較法アカデミー第20回研究大
会
・第43回錯体化学国際会議
・2018年電磁波工学研究の進歩に関す
る国際会議
・国際生産工学アカデミー第68回総会
・世界社会科学フォーラム

　また、上記とは別に以下2件を、今
後に決定を保留する会議としたい。

・第19回国際アルコール医学生物学会
学術総会
・2018年米国電気電子学会（IEEE）シ
ステム、人そしてサイバネティクスに
関する国際会議

※国際委員会2月9日決定、同国際会
議主催等検討分科会1月22日決定

花木副
会長

提案7

フューチャー・アース国際ハ
ブ事務局長会議に連携会員を
派遣すること

フュー
チャー・アー
スの推進に関
する委員会委
員長

-

　フューチャー・アース国際ハブ事務
局長会議に、連携会員を派遣すること
としたいため。

・派遣者：春日　文子（連携会員）
・用務期間：平成28年3月11日（金）
～13日（日）
・派遣場所：モントランブラン（カナ
ダ）

※春日連携会員の旅費は総合地球環境
学研究所が負担
※フューチャー・アースの推進に関
する委員会フューチャー・アースの
国際的展開対応分科会2月25日承認
（招へいを含む出張案件に関しては、
分科会議決を委員会の議決とする旨決
定済）

花木副
会長

提案8

AASSA地域ワークショップに
会員を派遣すること

会長

-

　AASSA地域ワークショップ（AASSA
Regional Workshop on "Economic
Prosperity through R&D in Natural
Products"）に会員を派遣することと
したいため。

・派遣者：花木　啓祐（副会長、第三
部会員）
・用務期間：平成28年3月29日（火）
～31日（木）
・派遣場所：カトマンズ（ネパール）

※代表派遣の追加

花木副
会長
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提案9

平成28年度代表派遣について
(1)代表派遣実施計画の決定
(2)実施計画に基づく4－6月
期の会議派遣者の決定

会長 別添1
(10～
15)

　平成28年度代表派遣について、代表
派遣実施計画の決定をするとともに、
実施計画に基づき4-6月期の会議派遣
者を決定する必要があるため。

花木副
会長

提案10

国連安全保障理事会決議1540
（大量破壊兵器の不拡散に関
する決議）に関するアカデミ
アと市民との対話会議に連携
会員を派遣すること

会長

-

　国連安全保障理事会決議1540（大量
破壊兵器の不拡散に関する決議）に関
するアカデミアと市民との対話会議
に、連携会員を派遣することとしたい
ため。

・派遣者：春日　文子（連携会員）
・用務期間：平成28年4月11日（月）
～12日（火）
・派遣場所：ニューヨーク（米国）

※春日連携会員の旅費は国連大学が負
担
※代表派遣の追加

花木副
会長

提案11

25th KAST International
Symposiumならびに
韓国Future Earth National
Committee設立記念行事へ
に連携会員を派遣すること

フュー
チャー・アー
スの推進に関
する委員会委
員長

-

　25th KAST International
Symposiumならびに韓国Future Earth
National Committee設立記念行事に、
連携会員を派遣することとしたいた
め。

・派遣者：春日　文子（連携会員）
・用務期間：平成28年4月25日（月）
～26日（火）
・派遣場所：ソウル（韓国）

※春日連携会員の旅費はKorean
Academy of Science and Technology
(KAST)が負担

※フューチャー・アースの推進に関
する委員会フューチャー・アースの
国際的展開対応分科会2月25日承認
（招へいを含む出張案件に関しては、
分科会議決を委員会の議決とする旨決
定済）

花木副
会長

４．協力学術研究団体関係

提案12

日本学術会議協力学術研究団
体を指定すること

会長 別添1
(16～
17)

　日本学術会議協力学術研究団体への
新規申込のあった下記団体について、
科学者委員会の意見に基づき、指定す
ることとしたい。
　
①カルチュラル・スタディーズ学会ほ
か7件

※平成28年2月26日現在2,021団体
（上記申請団体を含む）

会長

５．シンポジウム等

提案13

公開シンポジウム「広域災害
時における歯科医療提供体制
について」

歯学委員会委
員長

別添3
(1～2)

主催：日本学術会議歯学委員会
日時：平成28年4月16日（土）15:30～
17:30
場所：福岡国際会議場Ｂ会場
※第二部承認

－
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提案14

公開シンポジウム「第62回構
造工学シンポジウム」

土木工学・建
築学委員会委
員長

別添3
(3～5)

主催：日本学術会議土木工学・建築学
委員会
日時：平成28年4月23日（土）～4月24
日（日）
場所：東京工業大学大岡山キャンパス
※第三部承認

－

提案15

公開シンポジウム「都市の公
園や未利用空間を利用した都
市農業の可能性」

農学委員会委
員長

別添3
(6～7)

主催：日本学術会議農学委員会農業生
産環境工学分科会
日時：平成28年4月26日（火）13:00～
17:30
場所：大阪府立大学中百舌鳥キャンパ
ス
※第二部承認

ー

提案16

公開シンポジウム「危険ド
ラッグの正体、現状と今後」

食料科学委員
会委員長、基
礎医学委員会
委員長、薬学
委員会委員長

別添3
(8～9)

主催：日本学術会議食料科学委員会・
基礎医学委員会・薬学委員会合同キシ
コロジー分科会
日時：平成28年5月17日（火）13:30～
18:00
場所：日本学術会議講堂
※第二部承認

ー

提案17

公開シンポジウム「子どもの
健康を育む時代のニーズに
あった医療と教育の連携に向
けて」

臨床医学委員
会委員長

別添3
(10～
11)

主催：日本学術会議臨床医学委員会出
生・発達分科会
日時：平成28年5月22日（日）13:30～
16:30
場所：ヒルトン福岡シーホークホテル
大会議場ナビス
※第二部承認

－

提案18

公開シンポジウム「博物館法
をはじめとする関連法等の改
正後の博物館・美術館のあり
かた」

史学委員会委
員長

別添3
(12～
13)

主催：日本学術会議史学委員会博物
館・美術館等の組織運営に関する分科
会、一般社団法人日本考古学協会
日時：平成28年5月29日（日）14:15～
16:30
場所：東京学芸大学小金井キャンパス
※第一部承認

－

６．後援

　以下の会議について、後援の申請が
あり、関係する部に審議付託したとこ
ろ、適当である旨の回答があったの
で、後援することとしたいため。

①第14回メンタルケア学術学会学術大
会
主催：メンタルケア学術学会
期間：平成28年8月20日（土）～21日
（日）
場所：国士舘大学世田谷校舎
申請者：メンタルケア学術学会　理事
長　別府　武彦
参加予定者数：約120名
審議付託先：第一部

提案19

国内会議の後援をすること 会長

-

会長
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